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【令和２(2020)年度 検証結果】 
検証結果   当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

当初の研究目的である、プラズマ中のイオン・中性ラジカル・光・電子のシナジー効果

と物質表面の相互作用に関する研究において、マクロからミクロにつながるプラズマプロ

セス現象を統一的に理解する多階層シミュレーション技術の確立に成果が得られている。

今後、ミクロレベルの連成と理解がより一層発展することを期待する。実験的検証につい

ては、医療バイオ応用分野において成果が認められる。今後の各種プラズマプロセスにお

ける表面反応機構の解明と新規材料プロセスの実験的検証と応用展開を期待する。 
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【平成 30(2018)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 

本研究は、量子論を基盤とする多階層シミュレーションによって、ナノスケールの原子層プラズマプロ

セスの物理機構を明らかにすることを目的としている。 
一部に当初の計画との差異があるものの、実験的な検証では、当初は予想されていなかった新たな原子

層プロセス現象を見いだしており、先端的、包括的な観点から研究は着実に進展している。今後、開発さ

れたシミュレーションコードを連成することによってインパクトのある実験結果をシミュレーションで

きれば、期待どおりの成果を上げると見込まれる。また、論文発表や学会発表を通じて研究成果は着実に

公開されており、研究代表者が国際的な学会から表彰されるなど、国際的にも高く評価されている。 


